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中谷防衛相「核兵器輸送は可能」

安倍首相、広島で非核三原則言及せず

いつか日本も核兵器を扱うのか？
「原爆の日」を前にした８月５日、安保関連法案をめぐり中谷防衛相が、核兵器輸

送を法文上可能とする見解を示し、大きな波紋を広げています。政府は「核兵器の運

搬は全く想定していない。非核三原則

を堅持している。輸送に協力すること

はあり得ない」と答弁しています。

翌６日、広島で開催された平和記念

式典で安倍首相が、非核三原則につい

て言及しなかったことが報道で伝えら

れています。

この非核三原則をめぐる２つの動き

は、連動しているように思えてなりま

せん。安保関連法案が成立した場合、

米国から核兵器の輸送を要請された

ら、いったい日本は拒否できるのでし

ょうか？

日本は被爆国として、核廃絶を目指

し世界に発信していく立場にありま

す。政治家の都合によって非核三原則

を否定するようなことがあってはなり

ません。
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